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三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社 

 

「第 4 期 MURC アクセラレータ LEAP OVER」 審査結果発表 
 

最優秀賞は市民アップデートシステム「Rader-z」を開発する RaderLab 社に決定 
 

 
三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：村林 聡、以下 MURC）は、ス

タートアップによる革新的なビジネスの取り組みをサポートし、その立ち上げや事業化のスピードを加速させるアクセラレ

ータプログラム「MURC アクセラレータ LEAP OVER」を 2017 年度より主催しています。 
第 4 期は、昨年 12 月より開始し、約 4 ヵ月の間、ビジネスマッチングにとどまらず、具体的な事業化に向けた支援を行

ってまいりました。その最終成果発表会として、3 月 19 日に“LEAP DAY Supported by 三菱電機株式会社・三谷産業

株式会社”を開催し、最優秀賞を決定いたしました。 
 

 
右上から時計回りに： 

【審査員】 坂本 信介氏（三菱 UFJ キャピタル 代表取締役社長） 

【最優勝賞受賞者】 禹 ナリ氏（RaderLab 代表取締役） 

【審査委員長】 村林 聡（三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング 代表取締役社長） 
 

 RaderLab 株式会社が、最優秀賞を受賞  
第 4 期は、「POST-COVID-19 に求められる価値を提供すること」をテーマに、「ライフ」・「ワーク」・「コミュニティ」の

3 グループで AI・IoT・Robotics 等の先端技術を有するスタートアップ企業を募集・採択し、パートナー企業・協力自

治体らとともに取り組んだ 4 ヵ月にわたるプログラムや実証実験の成果、今後のビジネスプランを発表し、主に下記 4
つの観点から審査が行なわれました。 

① 社会的インパクト・貢献度 

② ビジネスとしての魅力度(市場性・競合優位性) 

③ 経営者・チームの魅力(事業に対する適性、熱量) 

④ プログラム活用度(効果的な PoC を実施できたか、今後の連携可能性等) 

 

厳正なる審査の結果、持続可能な地域社会の実現を目指す本プログラムの趣旨と合致しており、国が推進するスマ

ートシティ構想との親和性も高く評価された RaderLab 株式会社（東京都中央区）が最優秀賞を受賞しました。 
  



 

 登壇企業一覧と各 PoC の概要・成果、今後の展開 
 

 RadarLab 株式会社（所在地：東京都中央区、代表者：禹 ナリ） https://www.radar-lab.com/ 

【概要】 北九州市/滝沢市の自治会/市民の協力のもと、地域課題を地域コミュニティの力で解決するアプリ

「Radar-z」を用い、「ヒヤリ・ハット情報」の収集・活用について実証実験を進める。 
【成果】 自治会を通じた、日頃地域を熱心に見守る方々からの生きたレポートを収集することができた。通

常であれば固定化されがちな報告者の多様性、報告の即時性が確認できたほか、画像と位置デ

ータを用いたデータの検証の可能性が開けた。 
【今後】 自治体における課題の早期把握による事故の未然防止、課題解決の迅速化。地域における課題

の共有、行政との連携強化。地域と行政との信頼関係のさらなる向上。 
 

 株式会社 Acompany（所在地：愛知県名古屋市、代表者：高橋 亮祐） https://acompany.tech/ 

【概要】 三谷産業のデータセンターにて、データ連携ニーズの検証や秘密計算（データを秘匿化したまま

行う計算）による分析能力の優位性評価を行う。 
【成果】 データ連携ニーズの検証や秘密計算と通常時での分析能力の比較を行った。対象として、新型コ

ロナの影響により医療機関の経営が悪化するなかで、地域医療サービス提供の持続性が低下する

問題に着目。機微データのため従来は共有が難しかった電子レセプトデータを用いて、複数病院

における医療サービス格差の有無を秘密計算で実施した。 

本実証実験の結果、複数病院に医療サービスの格差があるケースとないケースを明らかにできた。

また、分析精度については、通常の生データに対する分析と遜色のない結果を得ることができた。 
【今後】 三谷産業の持つデータセンターと Acompany の持つ秘密計算ソフトウェアを用いて、実際の電子

レセプトデータや DPC データなどの医療データに対して安全に分析を実行できる環境を、医療機

関に提供することを目指す。 
 
 株式会社 Dynave（所在地：東京都港区、代表者：杉守 一樹） https://scheeme.com 

【概要】 ディサークル（三谷産業グループ）の統合型コラボレーションツール「POWER EGG」との連携に

関する API の仕様開発及びデモ実装を行い、地域金融機関との連携強化を目指す。 
【成果】 金融機関の業務フローDX を担うために業務課題や工数などをヒアリングし検証した。また、

Dynave が開発する Scheeme と POWER EGG を API 連携させることにより、融資希望者の情報

や既存融資先企業の資金繰り状況のモニタリングを POWER EGG にて可能にする機能を開発し

た。 
【今後】 金融機関や中小企業・個人事業に向けた各サービスとの連携を図り、ワンストップで創業から事業

成長まで進めることができるプラットフォーム構築を進めていきたい。 
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 株式会社 Laura（所在地：東京都豊島区、代表者：中村 将也） https://laura-inc.jp 

【概要】 東京都内のタクシー会社を対象に、車窓をテレビのようにディスプレイ化（位置情報、曜日、時間帯

に応じた動画コンテンツを配信）した場合の、広告ニーズおよび広告効果の検証を行う。 
【成果】 都内のタクシー会社と提携し、実際のタクシー車両への技術導入、研究開発などの技術検証、メデ

ィアとしての広告効果を検証した。 
ベータ版のサービスリリースを機に広報活動を行い、大手総合広告代理店と連携、初期顧客となる

広告主からの受注獲得に成功した。 
【今後】 今後は都心エリアを中心に、タクシー会社との提携、実装車両台数の増加を目指す。位置情報や

時間と連動した広告配信システムやレポート機能の開発、コンテンツの拡充を行い、プログラマティ

ックな屋外メディアとして展開する。 
 

 株式会社 TransRecog（所在地：東京都港区、代表者：小林 敬明） https://www.transrecog.com 

【概要】 佐賀県の東明館高等学校で、「中和滴定」を題材にした化学の実証授業を行い、生徒の興味を喚

起するツール開発を進める。 
【成果】 全国の中学校・高等学校教諭へのインタビュー結果をもとに、個々人の成果を時系列の書き込みと

して共有できるツールを開発した。コンセプトに不整合がないことを確認し、実際に生徒が利用する

上での課題が抽出できた。 
【今後】 ユーザーインタフェースの改良、およびツールを効果的に活用するための指針を整備する。併せ

て、実用先の開拓に取り組む。 
 
 
最終成果発表会の詳細は、添付の【参考資料】をご覧ください。 
 
  

 

【本件に関するお問い合わせ】 
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 
ソーシャルインパクト・パートナーシップ事業部 LEAP OVER 杉原 
E-mail : leapover-accelerator@murc.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 
コーポレート・コミュニケーション室  竹澤・杉本   E-mail : info@murc.jp 
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【参考資料】 第 4 期“LEAP DAY” 開催報告 
 
 
 “LEAP DAY”について 

 “LEAP DAY”は、本プログラム「MURC アクセラレータ LEAP OVER」を通じ、2020 年 12 月から 4 ヵ月にわた

って伴走してきたスタートアップの最終成果発表の場です。本年は、パートナー企業 2 社※1、パートナー12 自治体※

2、VC（ベンチャーキャピタル）メンター8 名※3、スペースパートナー1 社※4、運営協力企業 3 社※5 とともに支援してき

ました。 
 当日はピッチセッションとして、採択企業各社が取り組み成果を発表するピッチを行うとともに、サポーターが、プロ

グラムにおいて採択企業とともに取り組んだ内容や採択企業の成長度合いを補足的に説明する「サポーターピッチ」

が行われ、審査員との質疑応答が行われました。審査の結果、最優秀賞に選ばれたスタートアップには支援金30万

円が授与されました。 
また、今回は招待制かつオンライン開催という条件のなか、企業・自治体等 200 名超の観覧申し込みがあり、盛況

な発表会となりました。 
本プログラム（第４期）はこの成果発表をもって終了となりますが、MURC は引き続き４期生と接点を持ちながら、

今後もサポートを続けていきます。 
 

※1 三菱電機株式会社、三谷産業株式会社 

※2 越前市、北九州市、久留米市、気仙沼市、西条市、裾野市、仙台市、滝沢市、新潟県、八幡平市、 
フクオカベンチャーマーケット（FVM）／福岡県、矢巾町 

※3 石橋 孝太郎 氏（Gazelle Capital 株式会社 代表パートナー） 
   鮫島 昌弘 氏（ANRI パートナー） 

田島 聡一 氏（株式会社ジェネシア・ベンチャーズ 代表取締役社長） 
中嶋 淳 氏（アーキタイプベンチャーズ株式会社 代表取締役） 
山田 優大 氏（Full Commit Partners 株式会社 代表パートナー） 
山中 礼二 氏（一般財団法人 KIBOW インパクト・インベストメント・チーム ディレクター） 
和田 圭祐 氏（インキュベイトファンド株式会社 代表パートナー） 
堂前 泰志 氏（三菱 UFJ キャピタル株式会社 投資第一部 副部長） 

※4 東急不動産株式会社 
※5 株式会社三菱 UFJ 銀行、三菱 UFJ キャピタル株式会社、Japan Digital Design 株式会社 

 
 
 審査委員について 

【審査委員長】 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 代表取締役社長 村林 聡 
【審査委員】 三菱 UFJ キャピタル株式会社 代表取締役社長 坂本 信介氏 
  STRIVE 株式会社 代表パートナー 堤 達生 氏 
  

  



 

 

 
登壇企業の皆さんと審査委員 

 
 

 スペシャルトークセッション「LEAP OVER 卒業生 Pitch」 
 当日は、スタートアップによるピッチだけでなく、LEAP OVER 第 2 期生のコネクテッド・インダストリーズ株式会社 園田

正樹※6 氏、inaho 株式会社 菱木 豊※7 氏、第 3 期生の株式会社マモル 隈 有子※8 氏、株式会社クアンド 下岡 純
一郎※9氏を招いて、LEAP OVER 卒業生によるスペシャルトークセッションを開催しました。 

 
 ※6 園田 正樹 氏 （コネクテッド・インダストリーズ株式会社 CEO / 産婦人科医） 

※7 菱木 豊 氏 （inaho 株式会社 代表取締役 CEO） 

※8 隈 有子 氏 （株式会社マモル 代表取締役 CEO） 

※9下岡 純一郎 氏 （株式会社クアンド 代表取締役 CEO） 
 


